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第 7 章は第 2----6 章の結論を総括したものである。
論文の審査結果の要旨
本論文は，各種の応力条件下における鋼管柱と H形断面はりの接合部の力学性状を，中空およびコ
ンクリート充填鋼管の場合について実験的に追究し，構造設計上の重要な諸問題に関する有益な資料
を提供し，明快な設計方法を導いたものである。
すなわち，多数の供試体の加力実験より，はりのフランジ応力を柱材に円滑に伝達させるための最
適なスチフナリングの形状・寸法を定め，また，架構耐力上きわめて重要な仕口パネルゾーンの力学
性状を明らかにし，適切な設計手法を提案している。
ついで，中空鋼管柱のパネルゾーンにおいてしばしば剛性・耐力が不足することを指摘し，それに
対する実用的な補強法を提案し，設計式を導いている。
さらに，塑性設計に関する現行の日本建築学会規準が一定の構造条件下における鋼管柱と H形断面
はりの接合部にも適用しうることを実験的に明らかにし，鉄骨建築物の静的・動的塑性設計法の確立
に有効な資料を提供している。
以上はすべて十字形接合部についての研究結果であるが，それらに有限要素法による解析的研究を
重ねて，種々の異形接合部に対する一般的な設計手法を開発している。
このように本研究は，詳細な実験によって鋼管柱と H形断面はりの接合部の力学性状に関する数々
の新知見を得たもので，その成果は日本建築学会規準の作成・改訂などに活用されつつあり，建築工
学の分野において貢献するところ多大である。
よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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